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議 事 日 程 (第５号) 

 

 

令和４年６月２１日（火）午前１０時開議 

 

日程第１ 議案第40号   湖西市水道事業経営審議会条例制定について 

 

日程第２ 議案第41号   湖西市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

 

日程第３ 議案第42号   湖西市税条例等の一部を改正する条例制定について 

 

日程第４ 議案第43号   湖西市再生可能エネルギー発電設備の適正な設置に関する条例の一部を改正する 

             条例制定について 

 

日程第５ 議案第44号   財産の取得について 

 

日程第６ 議案第45号   令和４年度湖西市一般会計補正予算（第２号） 

 

日程第７ 議案第46号   令和４年度湖西市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

日程第８ 議案第47号   令和４年度湖西市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

日程第９ 議案第48号   令和４年度湖西市一般会計補正予算（第３号） 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 続いて、事務局長から報告事

項を申し上げます。 

  〔議会事務局長 山本信治登壇〕 

○議会事務局長（山本信治） 議案書の受理につい

て申し上げます。本日、市長から令和４年度補正予

算１件の追加議案が提出されました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（馬場 衛） 報告事項は終わりました。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 議案第40号 湖西

市水道事業経営審議会条例制定についてを議題とい

たします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので発言を許します。初めに、１番 柴田一雄君

の発言を許します。 

  〔１番 柴田一雄登壇〕 

○１番（柴田一雄） 議案書15ページになりますけ

れども、議案第40号 湖西市水道事業経営審議会条

例制定についてですけれども、このたび湖西市水道

事業経営審議会を設置するという新設条例になりま

すが、２点ほど通告をさせていただいております。

よろしくお願いします。 

 まず、１番目の質疑に入りたいと思います。 

 条文の第３条を読みますと、審議会は委員５人以

内をもって組織するとありますが、この審議会の委

員の選任方法はどのようになっておりますでしょう

か、よろしくお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。環境部長。 

  〔環境部長 石田裕之登壇〕 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 本市では、令和元年において水道の事業方針及び

経営戦略等を取りまとめるため、外部有識者で構成

した湖西市水道事業経営方針検討会を立ち上げ、令

和３年度に湖西市新水道ビジョンを策定いたしまし

た。 

 本審議会は、この新水道ビジョンを実行し、将来

にわたり持続可能な水道経営を目指すため、ビジョ

ンの進捗管理や評価、料金算定等を含む投資・財政

計画の見直しなど、今後も継続した取組をするよう

設置するものであります。 

 このため、委員の選任につきましては本市の水道

事業経営に対しまして、意見を述べていただくこと

ができる知見のお持ちの学識経験者や、市民を代表

する方を市から選任したいと考えております。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 分かりました。確認ですけれ

ども、学識経験者や市民を代表する方を選任すると

いうことですけれども、こちらは幅広く公募なんか

もするということでしょうか、お願いします。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 選任の方法としましては、公募によるものもあり

ますが、今回の委員につきましては市から推薦する

形を考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 公募もあるけれども、基本的

には市からの推薦ということで理解いたしました。 

 次の２番目に出させていただいております質疑に

移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○１番（柴田一雄） 条文のほうを読み込んでみま

すと、審議会の組織としては第３条２項２号には市

民を代表する者とありますけれども、この市民を代

表する者の基準はどのようになっているのか、教え

てください。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 本市水道事業の基本理念及び基本方針、経営戦略

などの水道事業運営に対まして、ユーザー側からの
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意見も反映していただける方、日常の活動から地域

の意見を集約・反映をしていただける方であり、か

つ公平な立場で意見を述べていただける方を考えて

おります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） よく理解することができまし

た。 

 先ほど冒頭の部長の答弁にもありましたように、

昨年には湖西市新水道ビジョンが発表されました。

水道事業につきましては、豊橋市との広域連携や水

道スマートメーターの導入など、時代に即した変革、

新しい取組が進められております。 

 一方で、先月、静岡県内他市におきましても水道

管の老朽化が原因と見られる破損によって大規模な

断水が生じた報道もございましたが、当市におきま

しても埋設された水道管や設備の老朽化が懸念され

ていると思われます。この審議会が経営側でありま

す市の考え、そしてユーザー側であります市民の声

がしっかりと集約される審議会となることを期待し

て、質問を終わりたいと思います。ありがとうござ

います。 

○議長（馬場 衛） 以上で、１番 柴田一雄君の

質疑を終わります。 

 次に、９番 楠 浩幸君の発言を許します。 

  〔９番 楠 浩幸登壇〕 

○９番（楠 浩幸） 私のほうからも議案第40号で

す。湖西市水道事業経営審議会の条例制定について

ということで、３点ほど通告をしておりますので１

点ずつ伺っていこうと思います。 

 まず１点目なんですけれども、条例の第３条第１

項に記載がございます審議会の委員５人以内という

ふうに記載があるわけなんですけれども、その５人

以内という根拠を伺いたいと思います。お願いしま

す。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

環境部長。 

  〔環境部長 石田裕之登壇〕 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 先ほどの柴田議員の答弁で重複いたしますが、本

審議会は将来にわたり持続可能な水道経営を目指す

ため、今後の水道事業運営に関する審議を行うもの

であります。 

 本審議会における諮問及び審議の内容につきまし

ては、地域の水道事業を担う公営企業として、水道

行政及び地域行政としての役割や、安全・安心な水

を供給する事業運営、公営企業としての事業経営、

民間ノウハウを活用した経営戦略とともに、利用者

ニーズ・サービスを踏まえた事業運営の５つの視点

から今後のあるべき水道事業運営を検討していただ

きたいと考えております。 

 このため、この５つの視点から意見や提言等をい

ただくよう、各分野から１名を選出した委員５人で

審議会を実施してまいりたいと考えております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 各分野から選出ということな

んですけれども、具体的な分野はお答えできますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 まず水道行政、地域行政としての役割ということ

で、地域政策を専門の方、安心・安全な水を供給す

る事業運営ということで水道部門に対して知見をお

持ちの方、公営企業としての事業経営、ここは公会

計ということで会計士の方、民間ノウハウを活用し

た経営戦略、こちらにつきましても企業会計を携わ

ってる方、利用者ニーズ・サービスを踏まえた事業

運営ということで、こちらは市民代表の方というこ

とで５つの視点でございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） ということですと、委員の構

成としては学識経験者の方が４人で、市民代表が１

名っていうような構成でよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 議員おっしゃるとおりで

ございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 分かりました。 

 それでは、２つ目の質問に移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） 学識経験者とはどのような経
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験っていうふうに伺ったんですけど、今の答弁でお

おむね理解をしました。ただ、このメンバーってい

うのは水道事業経営方針検討会と同じようなメンバ

ーではないかなっていうふうに推測をするわけなん

ですけどもどうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 議員おっしゃるとおり、

今まで水道ビジョンを策定いただいたメンバーの方

を継続して参加していただくと、ただ、お一人継続

できないという方もいらっしゃいますので、４名に

ついては基本的には今までビジョンに携わっていた

だいた方を継続していただき、新たに市民の代表の

方を加えるということでございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） そうしますと、同じメンバー

でビジョンを策定していただいたメンバーが今度ま

た審議をするということ、基本的にはこの検討会、

ビジョンを踏襲する審議会という位置づけでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 議員おっしゃるとおり、

このビジョンを実行していくことに対しての進捗管

理をしていただくものですから、ビジョンを踏襲し

た上での審議をいただくというふうに考えておりま

す。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） あまり条例と離れちゃいかん

のですけれども、そうしたときにもう少しビジョン

に対して客観的な見方が必要じゃないのかなと思う

わけなんですけれども、その方が市民代表１人で大

丈夫なのかなっていう懸念があるんですけど、どう

でしょう。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 今のところ、昨年度まで

ビジョンに携わってきた人たちを継続させていただ

いて、市民代表の方が客観的な視点で捉えていただ

きながら進めていくということで、今後またいろん

な支障が出るということになれば、またメンバーを

公募するとかそういったことも今後検討していきた

いと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） そういうやり方もあるのかな

というふうには思いましたけども、じゃあ３つ目の

質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） 今部長の答弁の中から、市民

を代表する者とはどのような人かっていうことなん

ですけど、先ほど柴田議員のほうから質問の中で地

域の意見を集約して、こういった審議会でお話がで

きる方っていうふうに、かなりこの市民代表の方は

プレッシャーがあるかと思うんですけれども、具体

的にはどんなような方を、推薦という形なんですけ

れども考えておられるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 まず、地域を取りまとめている自治組織というこ

とで、自治会がまず考えられます。自治会連合会等

へ働きかけをして推薦をしていただきたいと、その

中から選出いただきたいというふうに現在考えてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 市民の代表の方は１人しかい

ないわけなので、その方にかなり責任がかかってく

るかと思いますけれども、そういった選出をする段

階で自治会連合会に相談されるんでしょうけれども、

しっかりと趣旨を理解していただいた上で、繰り返

しになりますけれども地域の意見を集約をして、こ

の審議会に臨んでいただけるということですので分

かりました。 

 ちなみに、この審議会の傍聴は公開可能というふ

うに理解をしてるんですけど大丈夫でしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） 昨年度まで開催した検討

会も公開ということで、今後の審議会は公開という

体制でいきます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 分かりました、見守りたいと

思います。質疑を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、９番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 
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 次に、５番 福永桂子さんの発言を許します。 

  〔５番 福永桂子登壇〕 

○５番（福永桂子） ５番 福永桂子です。同じ議

案番号第40号についてお聞きいたします。 

 かぶるところがありますので、質問の５は取り下

げます。よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） はい。 

○５番（福永桂子） では１つ目です。第２条第２

項にある「水道事業経営に関する事項について審議

し」とありますが、どのようなことを諮問する予定

か伺います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

環境部長。 

  〔環境部長 石田裕之登壇〕 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 令和３年度に策定いたしました湖西市新水道ビジ

ョンでは、計画策定から４年間の進捗を評価し、５

年目に見直しをするサイクルで進捗管理を行うこと

としています。 

 委員の方には、施策や投資財政状況の進捗管理や

評価をしていただくことを考えております。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。ちょっとこれ

は御答弁いただけるならでよろしいんですけれども、

今のところ湖西市に市の水道がまだ引かれていない

ところが点在しているんですけれども、住民からの

要望があればそこに水道を引くかっていうようなこ

ともこちらの諮問事項になるのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 審議会の内容かどうかというと今はちょっとはっ

きり言えない部分もございますが、様々ないろんな

地域には課題があるという中で、こういった審議会

の中でも議論いただく事案だなというふうに判断し

た場合、こういった会にもお諮りして意見を頂戴す

ると。基本的には市の内部でそういった課題はクリ

アしていこうかなというふうには、現時点ではそう

いうふうに考えておりますが、今後の進捗において

はこういった専門家に意見を頂戴するということも

あるのかなというふうには考えております。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 前向きな御答弁ありがとうご

ざいます。 

 では、２番に入ります。 

○議長（馬場 衛） ２番ですね、どうぞ。 

○５番（福永桂子） 第７条にある「委員以外のも

のを会議に出席させ」とありますが、誰か想定して

いるのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 審議会の運営に当たりましては、資料の作成など

をコンサルタント等に委託をいたします。資料の補

足説明などが必要となることもございますので、委

託を受けたコンサルタントの出席を想定しておりま

す。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） こちらのほうは手続を踏めば、

必要あればどなたでも出席していただくことはでき

るという理解でいいですか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 審議会の中でそういった方に出席を求めるという

判断が下されば参加いただくと、市民の出席を求め

るということもございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。 

 それでは、３番目に入ります。 

○議長（馬場 衛） ３番目どうぞ。 

○５番（福永桂子） 今回の湖西市水道事業審議会

の設置は、湖西市として水道料金の値上げが喫緊で

あると考えてのことか伺います。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 令和３年度に策定いたしました湖西市新水道ビジ

ョンの財政シミュレーションでは、現行料金体系で

事業を運営した場合、2049年、令和31年度には事業

継続に必要な収益の減少により内部留保資金が不足

し、厳しい経営状況に陥るとしています。 
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 現在の経営状況から、短期的に経営見直しは赤字

には転じませんが、将来の資金不足に陥ったときに

料金改定を実施しますと、急激な料金高騰になって

しまうことから、計画的・段階的な料金改定を行い、

世代間の不公平感を解消しようとするものでござい

ます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 計画的で段階的というのは分

かります。大体、値上げはこれぐらいの期間はしな

いで話合いを行いますよというようなそういうこと

は考えていらっしゃいますか。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 審議会で意見集約を行いますので、現時点では金

額がどのくらいになるかということは想定をしてお

りません。少なからず、少しずつでも料金を改定し

ていかないと今後大変な時期が来るというふうには

考えておりますので、あくまでも審議会でしっかり

その辺は議論いただいて、料金の改定を検討してい

きたいと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 少し私が心配してるのは、本

当にすぐに料金の値上げということにならないかと

いうことだったんです。今のお答えからすると、答

申が出たらすぐに値上げしますよということではな

いと理解しましたけれども、それでよろしいですね。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 今回の審議会のスケジュールでございますが、令

和４年度、５年度、２か年かけてこういったシミュ

レーションをして料金改定が必要かどうかという御

検討をいただきます。 

 令和６年度に入りまして、当然市民の皆さんにお

知らせするという時間もございますので、令和６年

度の中で公表させていただきながら議会のほうでも

審議いただくというようなことがあるかと考えてお

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） しっかりと話し合われるとい

うことが分かりましたのでよかったです。 

 やはり、市民の興味はこの辺にあると思うんです。

それで、やはりコロナ禍で生活がとても苦しくなっ

て物価の上昇による家計への影響もすごく大きいわ

けなんです。そういうところで、値上げのタイミン

グというのは慎重にやっていただきたいなというの

が私の思いです。この審議会の設置によって、料金

値上げのタイミングを遅らせるとかの努力も一緒に

お願いしたいです。 

 それでは、４番目に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○５番（福永桂子） 湖西市水道事業経営方針検討

会でまとめられた、湖西市水道ビジョンの内容をど

のように今回の審議会で活用していく予定か伺いま

す。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 湖西市新水道ビジョンでは、業務改善の方策とし

てハード面においては統廃合を含めた配水施設の再

編や配水管のダウンサイジングなど、ソフト面にお

いては本年度４月より実施しております豊橋市との

料金収納業務の共同化による投資費用の削減や、新

たな企業債の発行による投資と財政の両面で検討を

行いました。 

 今後、審議会において財政状況の整理を行う際に

はそれらの効果を踏まえ、財政シミュレーションを

実施していきたいと考えております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました、しっかりと話

し合おうという姿勢が見えて大変うれしく思います

けれども、水道事業の一体化、民営化であるとか、

また他自治体との連携をもっと強化していくとか、

そのようなことも今既に現在話し合おうかなと思わ

れているのか、それともまだまだ審議会を通しても

んでいくよと言われているのか、そういうことは話

し合わないと思われているのか、その辺ちょっとお

聞かせください。 

○議長（馬場 衛） 環境部長。 

○環境部長（石田裕之） お答えいたします。 

 昨年度から、静岡県のほうで水道事業の広域化と

いうことで話合いが少しずつ進んでおります。 
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 今年度、遠州広域水道に関係する部門の市町の担

当者部会とかが開催され、そういった広域連携につ

いて話合いが少しずつ進められていくということで

ございます。ただ、湖西市といたしましては浜松市

を挟んでの湖西市ということで、ハード面での広域

化というのはなかなか難しいのかな、ただソフト面

における広域連携というのはいろんな方法があるな

というふうには感じてはおりますが、話合いが今始

まったところということで回答をさせていただきま

す。以上です。 

○議長（馬場 衛） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました、しっかりと話

し合っていってほしいなと思います。 

 水道事業は本当に、もちろん健全経営の観点から

定期的に値上げをせざるを得ない事業構造になって

るのは本当に分かるんですけれども、けれどもやっ

ぱりこのコロナ禍、どうしても値上げの、先ほども

申しましたけれども市民の願いとしてはタイミング

を遅らせる努力をしてほしい、それがこの審議会設

置によってなされるということを私は希望して、こ

れで終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、５番 福永桂子さん

の質疑を終わります。 

 次に、11番 吉田建二君の発言を許します。 

  〔11番 吉田建二登壇〕 

○11番（吉田建二） 11番 吉田建二です。質疑を

いたします。 

 諮問に関する内容については、さきの同僚議員の

質問に対する答弁で了解いたしましたので、１番は

取り下げさせていただきます。 

 ２番の質問をお願いをいたします。諮問事項の審

議期間はどのくらい見込んでいるかということで、

諮問に係るスケジュールはどのようになってるかを

お尋ねしたいと思います。 

 先ほどの答弁の中で、令和４年度、５年度ってい

うようなことでちょっとおっしゃってたような気も

いたしますけども、諮問のスケジュール的なものを

少し、時系列的に答弁していただけたらと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

環境部長。 

  〔環境部長 石田裕之登壇〕 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 今回の審議につきましては、令和４年度、５年度

の２か年をかけて行いたいと考えております。 

 また、諮問に係るスケジュールですが、今回この

条例が承認いただければ夏頃をめどに第１回の審議

会を開催し、諮問を行いたいと考えております。そ

の後、審議会を２か年で計６回程度を開催し、令和

５年度末には答申ができるよう計画をしております。

以上です。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） ただいま２か年かけてという

ことで、安心というんですか了解をいたしました。

丁寧に審議していただきたいと思っておりますので、

ぜひ余裕を持って取り組んでいただきたいと、この

ようなことを期待して質疑を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、11番 吉田建二君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。神谷里枝さん。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝でございます。

今、同僚議員たちの質疑に対しての答弁をお伺いし

ておりまして、ちょっと１点確認したいなと思いま

した。 

 やはり、市民を代表する者をお願いするに当たっ

て、自治会連合会へ働きかけていくっていうような

御答弁でした。地域の意見を集約していただく。同

僚議員の心配していましたけども、水道ビジョンを

策定した、ある意味専門知識とか経緯が分かってい

る方の中に市民代表の方が１人入っていかれるとい

うことで、私はどうしても自治会を頼るということ

は分かりますが、夏頃に第１回を開催したいという

ことで時間がないんですけども、自治会連合会にお

願いしたいんであれば前もって水道ビジョンについ

てよく自治会連合会の席上で説明をして、その中で

今回の審議会のメンバーに出てきていただける方を

皆さんで話し合ってその方にお願いする、ちょっと
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丁寧な段取りが必要ではないかなって感じました。 

 本当に水道ってなくてはならないもので、いろん

な市民の声も多く届くかと思いますので、お願いす

るに当たってはよりきめ細かな手順を行政としては

取るべきではないかなと思いますけども、その点に

ついていかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。環境部長。 

  〔環境部長 石田裕之登壇〕 

○環境部長（石田裕之） お答えします。 

 当然今まで２年間かけて水道事業経営方針検討会

でいろいろ議論をもんだ方々と、今回加わっていた

だく市民の方との知識というか、いろんな部分では

当然スタートの差が出てしまうといったことから、

やはりそういった説明に出向いてその中で選出して

いただくというような丁寧な働きかけをして、選出

していただきたいというふうに考えております。以

上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ぜひともよろしくお願いした

いと思います。何かのついでに少しの時間をもらっ

て説明するでは、なかなかこの水道ビジョンをおお

むね理解するにも時間を要すると思いますので、自

治会連合会さんのほうとよく話し合って、ある意味

これをテーマにするぐらいの段取りをもって進めて

いっていただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

○議長（馬場 衛） 以上で、17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 

 ほかにございますか、よろしいでしょうか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて委員会の付託を省略することに

御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第40号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第40号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、日程第２ 議案第41号 

湖西市職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。17番 神谷里枝さんの発

言を許します。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝。議案第41号 

湖西市職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定について質疑を行います。 

 通告させていただきましたように、「規則に定め

るところにより」とありますけども、内容をお伺い

します。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。総務部長。 

  〔総務部長 田内紀善登壇〕 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 湖西市職員給与の規則には、国または他の地方公

共団体等の職員が引き続き本市の職員となった場合

におきまして、国と同様の取扱いをするため本市が

支給する地域手当の割合等を定めるものでございま

す。 

 具体的には、本市が国等の職員を任用した１年目

は任用前の勤務地の支給割合を適用します。任用し

た２年目には、任用前の勤務地の支給割合の80％を

支給しようとするものでございます。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、今回一部改正

するということですけども、今までも国、県からお

見えいただいてた職員の方への地域手当っていうの
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はどのようになっていたんですか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 今までは当市と同じ３％を適用しておりました。

以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。湖西市は100

分の３を出していましたけども、今条例改正に当た

っては１年目は任務地と同じ、２年目からはその

80％を支給して、ある意味、優秀な人材を確保しな

がらやっていきたいっていうことで一部改正をした

い、分かりました。ありがとうございます。これで

終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて、委員会の付託を省略すること

に御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第41号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第41号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第３ 議案第42号 湖西

市税条例等の一部を改正する条例制定についてを議

題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて、委員会の付託を省略すること

に御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第42号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第42号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第４ 議案第43号 湖西

市再生可能エネルギー発電設備の適正な設置に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてを議題と

いたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて、委員会の付託を省略すること

に御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第43号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが
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って、議案第43号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第５ 議案第44号 財産

の取得についてを議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。11番 吉田建二君の発言

を許します。 

  〔11番 吉田建二登壇〕 

○11番（吉田建二） 11番 吉田建二です。質疑を

いたします。 

 今回、高規格救急車を新規に購入・発注するとの

ことですが、救急車に整備される装備はどのような

ものが含まれていますか。時代とともに整備される

装置も変わってきてるのか、その辺も含めてお尋ね

をいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします。

消防長。 

  〔消防長 山本浩人登壇〕 

○消防長（山本浩人） お答えします。 

 主な装置といたしまして、緊急車両としての要件

を満たすため、ベース車両へ電子サイレン、赤色警

光灯などを艤装いたします。 

 車両に整備するものといたしまして、患者を収容

するメインストレッチャーとその架台となる防振ベ

ッド、温冷蔵庫、サイレンアンプ、各種照明装置、

消火器、資機材の収納ボックスや資機材の固定装置

などがございます。 

 なお、消防救急デジタル無線、指令端末装置につ

きましては、既存の予備救急車のものを移設いたし

ます。また、それら以外の自動心臓マッサージ器、

自動式人工呼吸器、自動体外式除細動器、通常ＡＥ

Ｄです。などの高度救命用資機材につきましては、

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確

保等に関する法律、通称、薬機法により都道府県知

事等の許可を受けたものでなければその販売ができ

ないことから、高規格救急自動車とは別に購入契約

を行っております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 今いろいろな装備を説明いた

だきました。その装備は、今回の救急車を発注する

についてはその分が全て含まれてるのか、そのうち

一部は既存のものを使うということですけども、そ

の点どのくらいのあれを含まれてるのか、2,300万

円という予定価格があるわけですけども、おおよそ

その装備品はどのくらいかという割合が分かれば教

えていただきたいとこのように思います。 

○議長（馬場 衛） 消防長。 

○消防長（山本浩人） 医療機器につきましては基

準が決められておりまして、装備するものが決まっ

ております。それの合計金額につきましては、

1,764万4,825円、協和医科器械浜松支店のほうで購

入しております。 

 それ以外の車両の装備につきまして、高額商品に

ついてお話をさせていただきます。まず、高規格救

急車の車体価格でございますが、定価で1,188万

7,000円でございます。艤装部分といたしましては、

1,133万3,245円でございます。高額な部分といたし

まして、サイレン一体型ＬＥＤ赤色点滅等これが

131万円、メインストレッチャー、主に顔の部分を

上げたり足の部分を上げたりするようなストレッチ

ャーが169万円、防振ベッド、これはメインストレ

ッチャーの下に引くような移動式の揺れを防ぐよう

な左右に動くようなものでございますがこれが150

万円、それから車両の両サイドについてるような作

業灯、室内灯、救命資機材はほとんど電気製品でご

ざいますので、直流・交流で使えるような改造をし

ております。こういったものでトータル250万円ぐ

らい、あと細かな資機材等を入れております。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 丁寧に説明していただきまし

てありがとうございます。 

 私は、車両の価格が1,180万円云々ということで

約1,200万円、そのほかのが各種装置とかそういう

ものでかかってるというような概算が分かればそれ

で了解をいたします。 

 それでは、２番目の質問をお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） 納車は令和５年２月末という

ことで予定されてるわけですけども、運用は令和５
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年４月から始まると、こうしますと約１か月間がこ

の間あるわけですけども、この間はどのように予定

されてるのか、その点についてお尋ねをいたします。 

○議長（馬場 衛） 消防長。 

○消防長（山本浩人） お答えします。 

 高規格救急自動車の納車後につきましては、救急

隊員をはじめ消防署員を対象に救急資機材等の操作

及び取扱いの訓練、救急資機材等の位置、収納場所

の確認、また公道における走行の訓練等を１週間程

度実施し、実際の運用を開始いたします。 

 運用の方法につきましては、第１出動車両として

消防署本署に配備し、予備救急車１台を含めた計５

台の高規格救急自動車により令和５年４月から開始

をいたします救急隊４隊運用に向け、試行的な運用

を予定しております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 今納車されるとすぐに試行的

な運用をするということで、すぐに活用されるとい

うことを聞きまして了解をいたします。ありがとう

ございました、質疑を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、11番 吉田建二君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて、委員会の付託を省略すること

に御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第44号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第44号は原案のとおり可決されました。 

 それではここで暫時休憩とさせていただきます。

再開は11時10分とさせていただきます。 

午前10時55分 休憩 

───────────────── 

午前11時10分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第６ 議案第45号 令和

４年度湖西市一般会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに、10番 佐原佳美

さんの発言を許します。 

  〔10番 佐原佳美登壇〕 

○10番（佐原佳美） 10番 佐原佳美でございます。

議案第45号の質疑をさせていただきます。 

 まず歳入のところですが、デジタル基盤改革支援

補助金の増額511万6,000円とありますが、事業費に

対しての補助割合はどのくらいでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 当該補助金の補助割合でございますが、導入経費

に対しまして２分の１となります。 

 今議会で計上いたしました歳出1,034万4,000円の

うち補助対象となる導入経費は1,023万4,000円を見

込んでおりまして、この２分の１の額であります

511万6,000円を歳入として計上しております。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。歳

出のほうの金額と比べると約半分だなというのは思

うんですけれども、今コロナ対策と同じぐらいの比

率、国のほうも積極的な力を入れてデジタル化に、

新しい省庁も設けて進んでいる中であまりにも少な

いなというのが印象なんです。使える補助制度は全

て使っての結果だとは思いますが、国に働きかけら
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れるようなことがあれば、また県とか国とかへもう

ちょっとデジタル化に対しての、全国一斉ですから

国のほうも大変かもしれませんけれども、それぞれ

の市町も大変な状況だと思いますので、そんな要望

などもしていかれたらいかがかなというふうにも思

います。 

 では、次に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） 歳出です。２款１項11目申請

管理システムの概要をお願いいたします。今の補助

金に対してのものです。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 国の自治体ＤＸ推進計画では、令和４年度末まで

に子育てや介護関係の請求、これらの26業務につき

まして電子申請を可能とし、デジタル化による市民

生活の利便性向上を図ることとしておりまして、マ

イナポータルという国の電子申請サイトの整備が現

在進められているところでございます。 

 今回の事業につきましては、マイナポータルから

行われます電子申請のデータを安全に庁内ネットワ

ークへ取り込み、各業務システムと連携するための

処理を構築するもので、具体的には申請管理システ

ムの新規導入をするもの、それからこれらを接続す

るネットワーク環境の整備を行うものでございます。 

 申請管理システムの導入によりまして、マイナポ

ータル上での申請データは自動的に庁内のネットワ

ークに取り込まれ、各業務に振り分けられることに

なります。市の職員はその内容を画面で確認ができ

るというようになるものでございます。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） システムの詳細を聞いても専

門的でとても中身は難しいんだろうと思いますが、

今の御説明で要は介護保険や子育て支援などの26の

業務に対して、今年度中に整備してということなん

ですけども、これはこのための予算の審議ではあり

ますが、市民がマイナンバーカードをつくらないこ

とにはこれが始まらないというかスタートできない

というところで、本当に市民への働きかけが大事か

なと。今６月30日から最大で２万円のポイント付与

というようなキャンペーンもしておりますので、こ

のシステムを活用していくためにもというか、これ

が来年の３月までにできるということは、今はここ

まで26業務はまだ電子申請ではできてないというこ

とですかね、逆に。ちょっとすみません、話が途中

で。市民へのいろんな周知も必要かなということを

言いたかった、早くやったほうがいろいろ便利にな

りますよという周知も必要かなということと、今の

状況、教えていただいていいですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 後の楠議員からもちょっと少し質問が出ているん

ですが、現在９業務につきましては申請はできるこ

とになっております。ただ、実際に市民の方で利用

されてる方はいないという状況であります。 

 これも申請はできるんですが、申請を受けたもの

を職員が受け取ったら、今度は業務のほうに入力を

する場合には自動的になっておりませんで、申請さ

れたものを目視で見て、それを業務システムに手で

入力するみたいな形になっております。 

 今回の補正によりましてそれを自動化すると、自

動化することで入力ミスをなくすというようなそん

な仕組みになっております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。これは26分野

のことであって、マイナンバーカードをつくること

によって国民健康保険とつながってとか、あるいは

国から一斉に給付があるようなときの受け取り口座

を開設だとか、そういうものもあるわけですけれど

も、これは今回のシステムの構築はそういうものと

は関係ない、庁舎の中だけのものということですね。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 今回オンライン化する26業務なんですが、子育て

関連が15業務、例えば児童手当とかの受給の手続で

すとか額の改定ですか、請求の届出とかそういった

もの、それから介護関係で11業務、これは要介護と

か要支援の申請であるとか新たに認定を受ける場合、

変更の申請をする場合とかということをやるという
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ことになっております。先ほど議員言われた国保と

かそういうのは今回の中には入っておりません。以

上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。今回はこの庁

舎内の26業務のシステムですけれども、一般市民が

このマイナポータルとかいう言葉を聞きますと、本

当に今一番関心があるのはポイントの付与とかそう

いうところで、大いに皆さんがマイナンバーカード

を作成することにより、お互いの業務が簡単になり

安全になりということだということは分かりました

が、また引き続き本当に市民が作成するような周知

をしっかりしてもらいたいのと、作成するに当たっ

て皆さんの関心事が高い、またポイント付与なんか

の説明も丁寧にしていただけるんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、市民の方がちょっとここ

ら辺複雑で分かりにくいのかなと思うんですが、今

回のマイナポータルを通してやる26の業務について

は、ぴったりサービスというところからマイナンバ

ーカードを持ってる方がマイナンバーカードを利用

して申請をするシステムになっております。湖西市

としては、昨年までは県のほうのシステムを使って

いたんですが、この４月から新しい申請のシステム

を入れておりまして、そちらについてはちょっと数

を把握しておりませんが幾つかのいろんな申請がで

きることになっておりますし、今年についても新た

にいろんな市民の方の申請を電子申請できるように

広げていく予定であります。もちろん、議員御指摘

のように準備しただけでは市民の皆さんが知ってい

ないと広がっていきません、デジタルも進んでいき

ませんので周知・広報についてはしっかりとやって

いきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 分かりました。また後に多く

の方の質問が出ているようですので、そちらでも気

づきのところをまた勉強させていただきます。 

 では次。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○10番（佐原佳美） お願いします。歳出の４款１

項１目、子宮頸がんワクチン接種の機会を逃した方

や任意接種を自費で受けた方への、対象年齢じゃな

くてクリニックなんか行ったらポスターがあったか

らやったほうがいいかなと思って受けたという、い

ろんな当時の積極的勧奨を８年半ぐらい控えていた

間に受けた方が、補助制度があることを知らなかっ

たというそういう人たちへの補助制度の委託料だと

思うんですけど、その内訳、積算をお願いいたしま

す。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 この予算は、平成９年４月２日から平成18年４月

１日生まれの女性2,470名のうち、子宮頸がんワク

チン（ＨＰＶワクチン）の定期接種を３回終えた

178人を除いた2,292人を基礎として算出をしており

ます。 

 委託料は、対象年齢を超えて接種できるキャッチ

アップ接種分で、2,292人が２回接種4,584回の70％

の割合で接種すると見込み、必要な3,209回分に医

療機関への１回接種にかかります委託料の単価１万

6,918円を乗じて算出した額、5,429万円を計上させ

ていただいてございます。また、補助金につきまし

ては対象年齢を過ぎてから任意に自費で接種された

方の自己負担分への助成として、2,292人が２回接

種、4,584回を５％の割合でしたとした場合に必要

な229回分に、委託料と同じ１回接種にかかります

単価１万6,918円を乗じて算出した額、387万5,000

円を計上させていただいてございます。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） ありがとうございました。積

算の内訳は分かりました。この5,850万9,000円のう

ちのほとんどが5,429万円という委託料に占められ

て補助金の387万5,000円とか、消耗品は消毒と、消

耗品ですね。補助金というのは、ワクチンの代金っ

ていうのは私も前に一般質問したときに２価と４価

のワクチンを今使っていて、富士市なんかは９価も

今度、市のほうで無料提供で接種するっていうのも

新聞報道とかにあったんですけど、２価、４価のワ
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クチンの薬品代はどこに入ってるんですかね。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 今回、助成をさせていただく代金の中にワクチン

代も含むとなります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 佐原佳美さん。 

○10番（佐原佳美） 委託料の中に含む、その回数

分の中に、じゃあクリニックで自分たちでそのワク

チンを購入するからそれも手間賃等含めて１万

6,918円が１回分だよということですね、分かりま

した。 

 本当にこれも周知して、個々に問合せなんかもあ

って、知らなかった、自費で打っちゃったっていう

ものがあったりして私も一般質問とかもしましたけ

ども、しっかり周知して多くの方に接種していただ

けたらと思っております。 

 じゃあ以上で終わります。ありがとうございまし

た。 

○議長（馬場 衛） 以上で、10番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 次に、17番 神谷里枝さんの発言を許します。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝です。議案第

45号 一般会計補正予算（第２号）について質疑を

行います。 

 最初に通告しましたように、歳出２款１項２目で

す。奨学金返還支援制度事業者協力金について、当

初予算では60万円計上されておりました。今回15万

8,000円の増額補正ですけども、算出根拠を伺いま

す。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いします

総務部長。 

  〔総務部長 田内紀善登壇〕 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 当初予算に計上しました負担金60万円のうち、令

和４年度から新たに対象者となる分として４人分の

24万円を見込んでおりましたが、７人の新規登録予

定があり、その負担金が39万7,500円になることか

ら、新規対象者分として見込んでいた24万円との差

額15万8,000円を増額補正しようとするものでござ

います。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 当初では４人分の24万円見込

んでいて、７人に増えたっていうことでその差額分

ということですけども、奨励金っていうと私の解釈

が間違ってるかもしれませんが、月額１万5,000円

とか正規雇用された場合には月額5,000円っていう

ことがうたわれてると思うんですけども、こういっ

た端の数字っていうのはどうして出てくるんですか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 支援制度の協力金は１万5,000円が限度になりま

して、その２分の１を市役所という事業所として要

するに市の職員の分を負担するもんですから、

7,500円になります。１万5,000円の２分の１という

ことで7,500円、それを雇う側から事業者として協

力金を支払いますので端数が生じるということでご

ざいます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 市が２分の１負担するという

のは分かってましたが、なぜかこの端数が気になっ

たものですからお伺いしました。ありがとうござい

ます。 

 では次の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） ２款１項11目、先ほど同僚議

員が質問しましたところと同じです。通告しました

のは、申請管理システム導入やネットワーク環境の

整備内容を伺うということで、先ほど申請管理シス

テム導入で26業務のことをやるというのは伺いまし

た。まず、26業務やるということはこれはいつまで

にやる予定、今年度中に26業務等をやらないとこの

補助金が使えないということになるのかなと思いま

すけども、期限をまずお伺いしたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおりで期限がございまして、今

年度中に整備をするということになっております。

以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 
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○17番（神谷里枝） ありがとうございます。それ

から、先ほどの答弁の中でネットワーク環境の整備

というの、少し何か御答弁あったように思ったんで

すが、いま一度お伺いします。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 先ほど申請管理システムを新たに入れるというこ

とが一つ大きくありまして、これは佐原議員にお答

えしたとおりでございまして、市民の方がぴったり

サービスから申請をすると自動的に庁内の各業務シ

ステムのほうにデータが行って申請ができるという

ものが一つあります。それと、外からというかイン

ターネット等を使って申請をしてくるということで、

ウイルスとかそういったものが入ってはいけないの

で、その辺のセキュリティ対策はやってくというこ

とになりますが、そういったネットワーク環境とい

いますけどこれらについてはセキュリティ対策のた

めにインターネットと庁内ネットワークの間の通信

を制御して、個人情報の流出ですとかコンピュータ

ーウイルスの流入による感染を防止する防火壁とい

いますか、そういった役割を持ったファイアウオー

ルというふうに呼ばれてるんですが、そういった通

信機器の整備を行ってまいります。 

 今回の事業では、申請データを庁内ネットワーク

に取り込むため新たに必要となる機器の導入、それ

から庁内ネットワーク上の既存の機器があるんです

が、この設定の変更をするというものもありまして、

これらを両方やることで安全にデータが連携できる

ようなネットワークの構築をしてまいります。以上

でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、今いろいろな

手違いといいますかそういうことが起こったりミス

が起こったりしてるんだけども、このネットワーク

環境の整備をすることによって市民にはより安心・

安全なサービス提供ができていく、その対策を講じ

るんですよっていう解釈でよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） そのとおりでございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。それ

ともう一点お伺いしたいんですけど、当初予算のほ

うで374万円ぐらいでしたかね、それも電子申請関

係で取られていたんですけども、今回のこの補正と

の違いっていうのはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 先ほども少しお話をしたんですが、今までも県全

体で静岡県の市町が全部参加していた電子申請シス

テムを使用してたんですが、昨年度の末でそれが終

わりましたので、新しく湖西市が単独で電子申請の

ポータルというのを構築して進めております。試験

的に昨年の末からやっておりますけど、本格的には

今年度４月からスタートしております。そちらのほ

うが当初予算で計上させていただいた経費となりま

す。 

 今回の補正につきましてはぴったりサービス、先

ほどから言ってますマイナンバーカードを使って、

マイナポータルといったところから申請システムに

入ってくというものについて補正で対応させていた

だいたものでございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。より

ぴったりサービスっていうのが使えるようになると、

市民にとってどういった利便性が生まれてくるんで

すか。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 どこのシステムもそうなんですが、電子申請がで

きるということなので、わざわざ庁舎に来なくても

できる、24時間365日申請ができるということにな

ります。以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。今の

答弁のように庁舎に来なくても24時間できるという

ことであれば、市民にとってはよりよいサービスが

提供されていくということになるかと思います。た

だ、本当にウイルス対策とかセキュリティをしっか

りやっていただきたいなっていうのは思っておりま

す。 
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 では次の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） ４款１項２目で、先ほども同

僚議員がお伺いしました。任意で受けるというか、

受けなかった人の数字が2,292人で、その５％の人

がまた受けるであろうということで１万6,918円を

乗じた額っていうことの答弁でしたけども、これは

５％と見込んだ根拠とかそういったものはいかがで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 その５％と見込んだ根拠につきましては、申し訳

ないですがありません。ただ、今までの予防接種等

の状況から見て、このぐらいであろうという推定に

なります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。では、

今回のこの件をどういった形で周知される予定でし

ょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 自費接種の負担分の償還払いの対象者につきまし

ては、先ほどキャッチアップ接種の対象者としまし

た2,292人のうち、子宮頸がんＨＰＶワクチンの定

期接種を受けておらず、定期接種の対象年齢を過ぎ

てから令和４年３月31日までに自費で接種を受けた

方が対象となります。 

 市では、先ほども申し上げましたがちょっと対象

者の把握はできておりません。そのため、キャッチ

アップ接種の個別通知を発送する際に、自費接種に

係る費用の償還払いについての案内をまず同封させ

ていただくということが１点、また広報や市ウェブ

サイト、湖西市公式ＬＩＮＥなどを活用いたしまし

て周知してまいりたいと考えております。 

 手続につきましては、接種の証明書、接種にかか

った費用を確認できる領収書などを窓口に提出して

いただく予定で、今準備を進めてるところでござい

ます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、キャッチアッ

プするときに広報しますよ、手続に当たっては証明

書とか領収書が必要になるっていうことで、もしこ

れを紛失したけど受けましたよって何か確認できる

ようなことってあるんですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 この予防接種法に基づく定期接種につきましては、

市のほうに情報が来ますので市で把握してるんです

けども、任意で受けられた方についてはその情報が

市には来ません。なので、御本人が接種を受けたと

いう医療機関からの証明書などを保管されてるなり、

例といたしましては年齢がかなり高校生以上になろ

うかと思いますが、母子手帳に接種をされた記録が

残ってるような場合、こういうものを確認させてい

ただきながら手続を進めてまいりたいと考えており

ます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました。 

 では、次の最後の質問に移ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○17番（神谷里枝） ７款１項３目です。新居弁天

地区利活用事業は１回目には今回計上されておりま

す測量・調査業務委託料の計上がなかったと思いま

すが、２回目の公募を行うに当たって補正に上げて

きました理由をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 今回、計上させていただいた費用につきましては、

事業の対象エリア内で旅館業を営む事業者に移転を

していただくことに必要となる補償額の調査業務費

用となります。 

 １回目の公募を実施した際、応募事業者が１社だ

ったこともあり、サウンディングに参加し、提案の

応募までには至らなかった事業者にも改めて今回ヒ

アリングを実施をいたしました。その結果、様々あ

る理由の一つとして、対象地を分断する形で旅館が

あり、対象地の一体的な利用が難しいとの意見がご

ざいました。そのため、将来的には一体利用してい

くことを目的としまして、まずは旅館事業者に移転

をお願いしているところであり、専門の事業者に補
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償額の算出を依頼する予定でございます。以上です。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。八百

何十万円ってなかなかの金額だなと思ったんですけ

ども、要するに１回目をやって不調だったものです

から、いろいろヒアリングをやって今回補正に上げ

てる対象地の一体化に向けて一歩進めていきたいと

いうことで、今回、補正に上げざるを得なかった、

そういうことでよろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） そのとおりでございます。 

○議長（馬場 衛） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 分かりました、ありがとうご

ざいます。これで終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 

 次に、９番 楠 浩幸君の発言を許します。 

  〔９番 楠 浩幸登壇〕 

○９番（楠 浩幸） ９番 楠 浩幸でございます。

私のほうからも議案第45号、一般会計予算の補正予

算ですね、伺いたいと思います。かなり重複してい

る先輩議員等のことがありますので、割愛しながら

伺っていこうかなと思っております。 

 まず１つ目、歳出の２款１項11目情報政策費です。

マイナポータル経由の電子申請、先ほどの答弁にも

ありましたけども現在幾つか可能なんですけれども、

何が変わるのかなというのは先ほどの答弁で入力が

自動になるよというようなことだったんですけれど

も、改めて聞くんですけど今のシステムで利用者は

なかったっていうような答弁だったんです、それで

よかったですか。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 先ほども少しお話をさせていただきましたが、事

前に質問していただいてる中では、今もマイナポー

タル経由で申請できるじゃないかというお話ござい

ました。先ほど答弁させていただいたように、９つ

の業務が現在もできる状態でございます。ただ、こ

ちらは先ほども言いましたが自動で現在の業務シス

テムのほうにつながるというふうにはなっておりま

せんで、それを現在、今回の補正により自動に安全

に取り込めるようにするというものでございます。 

 ただ、今の９つの業務について利用されてる方は

今のところまだいらっしゃらないという状況でござ

います。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） これから26項目に増えていく

だろう、これが全て稼働して全ての市民の皆さんが

使ってくれればいいんですけれども、使うとしたら

どれくらいの効果があるのかなというのを伺いたい

んですけど、今入力をしてる時間がどれぐらい減っ

てくのかなというのもちょっと確認をしたかったん

ですけども、分かる範囲でいいです。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 先ほども話をしましたように、実際に今申請がな

いもんですから、どのくらい楽になるかというのは

分かりませんが、実際、今もし申請があるとします

と、申請があってそれを目視で確認をして業務シス

テムに入力するということになります。入力した結

果が正しくなるかというのを確認するということで、

それなりの時間はかかると思いますので、これから

佐原議員からも御指摘ありましたけど、やはりこれ

はマイナンバーカードを持っていないことにはでき

ないということもありますので、現在、マイナンバ

ーカードを普及するためにワクチン会場でも受付な

んかをやって勧めておりますけれども、そういうの

が進んで皆さんが、それこそ市としてもこういった

電子申請ができるよというＰＲをどんどんしていか

なきゃいけないと思うんですが、これをすることに

よって市民の皆さんの利便性も高まると思いますし、

市の職員の業務の時間についても効率的になって便

利になると思いますので、積極的にこちらも進めて

いきたいというふうに考えております。以上でござ

います。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 分かりました。そういった観

点でどれくらい効果があるのかなというのも評価し
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ながらまた御提案いただけると、私たちも応援しや

すいのかなというふうに思いました。 

 ２つ目の質問に移りたいと思います、いいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） ネットワーク環境の整備内容

と費用について伺うということなんですけども、ネ

ット環境の整備の内容については伺ったので、一体

化のシステム、自動入力のシステムとあとセキュリ

ティの部分、費用を伺えればと思います。お願いし

ます。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） それでは、お答えいたし

ます。 

 ネットワーク環境のほうの整備につきましては、

異なるネットワーク間の通信を制御するファイアウ

オール、先ほども言いましたけどファイアウオール

という通信機器の整備が主な内容となります。この

ネットワーク環境の整備の部分の費用については総

額で198万3,300円を予定しております。この内訳と

しまして、申請データを安全に庁内ネットワークに

取り込むため、新たに必要となるファイアウオール

の導入の委託料、これは新たになるもんですから委

託で行う予定ですけどこちらが121万円を予定して

ます。それから、今既に庁内ネットワーク上の既存

の機器がございまして、そちらの部分を整備し直す、

設定を変更し直すということもございます。こちら

のほうは、今既存のものですので手数料として予定

をしておりますけど、こちらが77万3,300円を予定

しております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） これからマイナポータルとか

いろいろシステムが増えていくと思われるんですけ

れども、今後また増えていったときにネットワーク

の環境というのは改めて整備の必要があるのか、今

回の整備をすることによって汎用性について伺いた

いと思います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お答えいたします。 

 今回はぴったりサービス26業務でございますけれ

ども、議員おっしゃるとおりこの業務はまた増えて

く可能性というのはございます。今回、その外とい

いますかインターネットのほうから市のほうのシス

テムに入ってくるというところのファイアウオール

をやっていくということでありますけれども、業務

が増えたとしてもそこの辺の整備の必要が基本的に

はないというふうに考えております。ただ、維持管

理をするためのというんですか、そういった通信の

金額、これはどんな業務が入ってくるかにもよりま

すけど、そちらのほうは基本的には通信料みたいな

ものが変わってこないとは思うんですが、業務の内

容によってはそこが膨らむという可能性はあるんで

はないかと思っております。以上です。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） ファイアウオール、外部から

中へデータを取り込むときっていうふうに考えたと

きには、マイナポータルを使ったときのシステムっ

ていうふうに位置づければ、マイナンバーカードを

使って庁内にデータが入ってくる、それ以外のもの

が今市で単独でやられてるかと思うんですけども、

それはまた外から中に入ってくるっていう意味合い

では、一つのファイアウオールでは対応できなかっ

たのかというのがまず１点と、これからまたサービ

スが増えたときには今度新しくつくるセキュリティ

のファイアウオールで対応できるのか、この２点に

ついてちょっと伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 企画部長。 

○企画部長（小林勝美） お待たせをしてすみませ

ん。今回、ぴったりサービスについては先ほど議員

御指摘のようにファイアウオールというものを設定

しますので、新たな業務が増えてもここをまたもう

一個何かやらなければいけないことはないと思いま

す。 

 現在使っておりますほかの、今まで既存の電子シ

ステムのほう、これはインターネット系を通るんで

はなくてＬＧＷＡＮというものを使っていってます

ので、この辺りもファイアウオールみたいなのが入

ってまして、外からもし何かウイルス的なものが入

ってくるようなことがあると排除できるという仕組

みができております。これとインターネットのほう

とはつながっておりませんので、今回新たにセット
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しなければいけなかったということで御理解いただ

ければと思います。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） おおむね分かりました。なの

で、また26項目からぴったりサービスが追加になっ

ても手数料程度で整備ができるのかなっていうふう

に理解ができました。 

 次の質問でいいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） 同じく歳出の４款１項２目健

康増進費です。先ほど来も先輩議員、同僚議員から

質問があったのでおおむね、１番目の補正額、何人

分の費用かというところは取下げをします。 

 ２つ目の質問なんですけれども、今回、子宮頸が

んワクチン接種をこれから積極的に推奨するのか、

湖西市として。であるならば、その広報の方法を踏

まえて、先ほどキャッチアップについては御案内っ

ていうような話もありましたけれども、広報の方法

を踏まえて積極的にやるのかどうなのかというとこ

ろを伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 子宮頸がんＨＰＶワクチンにつきましては、平成

25年６月14日に国がワクチンとの因果関係を否定で

きない持続的な疼痛の発生頻度等がより明らかにな

り、国民に適切な情報が提供できるまでの間、定期

接種を積極的に勧奨すべきでないとされ、積極的勧

奨が差し控えとなっておりました。その後、ワクチ

ンの安全性・有効性の検証などが行われ、情報提供

体制が整い、令和４年度より積極的勧奨が再開とな

っております。 

 市といたしましてもその経緯を踏まえ、国の指示

の下、接種勧奨をし、対象者に向け情報提供を行っ

ていく予定でございます。 

 個別通知等によりワクチンの有効性と接種後の副

反応などに関した通知を行いたいと考えております。

また、８月15日発行の広報こさい９月号で子宮頸が

んＨＰＶワクチンの接種だけではなく、現在行われ

ています子宮頸がん検診についても子宮頸がん予防

の一環として併せて周知するよう、準備を進めてい

るところでございます。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 分かりました。対象者には案

内っていうふうに伺ったんですけども、ダイレクト

メールで個別で案内を送るということでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 議員御意見のとおり、個々に通知をさせていただ

きたいと考えております。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 分かりました、よろしくお願

いします。 

 最後の３つ目の質問に入りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○９番（楠 浩幸） 歳出の７款１項３目です。観

光費についてお伺いをします。これも先輩議員のほ

うで伺ったんですけれども、委託内容の費用の積算

根拠だけ、移転費用の調査費ということは伺ったの

で、その積算の根拠だけ伺いたいと思います。お願

いします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えします。 

 委託内容としましては、対象地からの移転に伴う

補償額の算出費用となります。具体的には、現在の

建物や工作物を対象地外へ移転すると想定した場合

の補償費用、及び移転に伴い生じる営業への損失を

補償する費用を積算するための調査を実施するもの

となります。 

 積算根拠につきましては、県の基準額から算出し

た金額となります。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 県の基準額というのは具体的

にはどのような、全て伺うつもりはないんですけれ

ども、土地の広さだとか建物だとか、あと経営状況

だというようなところなのか、少し例を伺えればと

思います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 物件に関する現地調査を行い、また聞き取り調査

も行うようになります。また、今現在、営業されて
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おりますので営業実態を把握するための調査を実施

をして、この中から建物の移転料、あと工作物の移

転料、また営業休止などの補償額などを算定を行う

ことになります。算定方法につきましては、先ほど

申しました県の損失補償算定標準書に基づき、算定

をすることになります。 

 内訳については、今後入札とかということがござ

いますもんですから、内訳についてはちょっと申し

上げられません。以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） 分かりました。委託をして調

査をしてもらうことになろうかと思うんですけれど

も、もし分かる範囲で、いつ頃までにこの調査を終

えて、我々はまた気にするところが移転費用、また

審議をしなきゃいけないと思うんですけども、スケ

ジュール感が分かれば伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） これの移転の費用につき

ましてですけども、大体見込みなんですけども、８

月下旬ぐらいから調査開始を、補正予算が承認いた

だけましたら８月下旬ぐらいから調査開始になる予

定でございます。通常は６か月程度かかるというよ

うなことを聞いておりまして、概算費用で算出でき

るのは11月から１月頃になりまして、その程度には

皆様のほうに御報告できるのかと思います。以上で

す。 

○議長（馬場 衛） 楠 浩幸君。 

○９番（楠 浩幸） いずれにしても慎重に進めて

いただきながら、納得感持ってお互いに調査、それ

から対応をお願いをしたいと思います。 

 以上で質疑を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、９番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 ここでお昼を迎えますので、昼休みの休憩を取り

たいと思います。再開は13時からとさせていただき

ます。 

午前11時59分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 午前中の楠議員への答弁におきまして、答弁の訂

正の申出が企画部長よりありましたのでこれを許可

いたします。企画部長、登壇してお願いいたします。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 

○企画部長（小林勝美） それでは、午前中の楠議

員への答弁の中で誤りがありましたので、訂正をさ

せていただきたいと思います。 

 答弁の中で、ぴったりサービスではない市が独自

で運用をしている申請システムについては、インタ

ーネットとつながっていないというような発言をい

たしましたが、インターネットから庁内ネットワー

ク、先ほどＬＧＷＡＮと言ったと思いますが、庁内

ネットワークへのデータの取り込みについて既存の

ファイアウオールを介して接続が行われております

ので訂正をいたします。 

 なお、これら既存のファイアウオールにつきまし

ては、セキュリティ対策を十分に行っておりますの

で、新たに設定等を変更する作業は必要ございませ

ん。誠に申し訳ございませんでした。 

○議長（馬場 衛） 楠議員、よろしいですか。 

○９番（楠 浩幸） はい。 

○議長（馬場 衛） それでは、会議を続けます。 

 次に、11番 吉田建二君の発言を許します。 

  〔11番 吉田建二登壇〕 

○11番（吉田建二） 11番 吉田建二です。質疑を

します。 

 歳出２款１項11目情報政策費です。新たに導入す

る申請管理システムの概要についてでございますが、

これまでの同僚議員の質疑に対する答弁で大方を了

解いたしましたので、これについて取下げをいたし

ます。 

 ２つ目の質問をお願いします。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○11番（吉田建二） この申請管理システムに伴う

メンテナンス的な経費というのは生じるでしょうか、

この点お尋ねをいたします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。企画部長。 

  〔企画部長 小林勝美登壇〕 
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○企画部長（小林勝美） お答えします。 

 申請管理システムは、システム事業者により整備

された環境へ通信回線で接続して利用するいわゆる

クラウドサービスの形態となります。この利用には

月額５万5,000円の経費が生じ、保守・メンテナン

スの費用も含まれております。 

 通信運搬費の11万円がこの経費に該当しますが、

導入完成後の令和５年２月と３月、２か月分を今回

の補正で計上させていただきました。以上でござい

ます。 

○議長（馬場 衛） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 通信運搬費がその経費だとい

うことで、了解をいたしました。 

 次に、歳出４款１項２目の健康増進費についてで

ございますが、ワクチン接種に伴う費用助成に係る

委託料、これにつきましても同僚議員の答弁で大方

了解いたしましたので、取り下げさせていただきま

す。 

 以上で質疑を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、11番 吉田建二君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて委員会の付託を省略することに

御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第45号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第45号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第７ 議案第46号 令和

４年度湖西市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて委員会の付託を省略することに

御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第46号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第46号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第８ 議案第47号 令和

４年度湖西市水道事業会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて委員会の付託を省略することに

御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 
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 それでは、議案第47号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員であります。したが

って、議案第47号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第９ 議案第48号 令和

４年度湖西市一般会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

 なお、議案の朗読は省略いたします。 

 市長に、提案理由の説明を求めます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 議案第48号につきまして御説

明を申し上げます。 

 令和４年度湖西市一般会計補正予算の第３号は、

歳入歳出それぞれ１億8,963万8,000円を増額をし、

総額を253億6,250万6,000円にしようとするもので

ございます。 

 主な内容といたしましては、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を財源とし、原油価

格・物価高騰に対応するための経費を計上するもの

でございます。 

 詳細につきましては、総務部長から補足説明をさ

せていただきますので、よろしく御審議を賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長（馬場 衛） 総務部長に補足説明を求めま

す。総務部長。 

  〔総務部長 田内紀善登壇〕 

○総務部長（田内紀善） 補足説明させていただき

ます。 

 先ほど市長の提案説明でありました新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金についてでご

ざいますが、令和３年度からの繰越額8,000万円に

令和４年度の交付限度額１億3,018万5,000円を加え

た額２億1,018万5,000円のうち１億8,075万2,000円

を今回の必要補正額として計上するものでございま

す。 

 それでは、第１表の歳入歳出予算補正について御

説明いたします。 

 まず初めに原油価格・物価高騰に対応する事業か

ら御説明させていただきます。補正予算第３号に関

する説明書の６ページ、７ページをお開きください。

議案書は１、２ページ、参考資料につきましては１

ページ、２ページとなりますが、歳出から説明させ

ていただきますので２ページとなります。 

 ２款１項８目公共交通推進費の補正額は71万円で、

コーちゃんバス事業者に対する支援のため、負担金

を増額するものでございます。 

 ３款２項３目鷲津保育園管理運営費から新居幼稚

園管理運営費まで合わせて511万1,000円、ページを

飛びまして説明書の11ページの中段、10款１項３目

学校給食推進事業費1,810万2,000円、下段の10款４

項１目鷲津幼稚園管理運営費から説明書の12、13ペ

ージを御覧いただき、知波田幼稚園管理運営費まで

合わせて61万2,000円で、市内小学校、中学校、幼

稚園、保育園、こども園の給食において、これまで

どおりの栄養バランスや量を保った給食を提供する

ため、賄い材料費補助金及び委託料を増額計上する

ものでございます。 

 説明書の８、９ページにお戻りください。６款１

項２目農業振興推進費の補正額は3,002万円で、農

業者の生産コストが増していることを受け、カーボ

ンニュートラル実現を目指し、省エネを図る農業者

が実施する設備導入を支援するため、補助金等を計

上するものでございます。 

 ３項１目水産業関係経費の補正額は1,000万4,000

円で、こちらは水産業者の設備導入を支援するため

補助金等を計上するものでございます。 

 説明書10ページ、11ページを御覧ください。７款

１項１目新型コロナウイルス感染症経済対策事業費

の補正額は１億1,619万3,000円で、地域経済の活性

化を図るため電子決済サービスを提供する事業者と

連携したキャンペーンを実施するための委託料

6,333万8,000円、また貨物自動車運送業者等への支

援のための手数料５万5,000円及び補助金5,280万円

を計上するものでございます。 

 以上が、原油価格・物価高騰に対応する事業で、

合計事業費は１億8,075万2,000円でございます。こ

れらの事業の財源としましては、国庫支出金（新型
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コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金）、

補助率は10分の10を充て対応するものでございます。 

 説明書の６、７ページにお戻りください。下段の

４款１項１目健康福祉センター管理運営費の補正額

は888万6,000円で、健康福祉センター１階の空調設

備が故障により早急な取替えが必要であることから、

修繕料を増額するものでございます。こちらの財源

としましては、市税を充て対応するものでございま

す。 

 以上、歳入歳出それぞれ１億8,963万8,000円の増

額でございます。 

 説明は以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 説明は終わりました。 

 質疑を行います。質疑のある方はございませんか、

よろしいですか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は、会議規則第37条第３

項の規定に基づいて委員会の付託を省略することに

御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（馬場 衛） 以上で討論を終わります。 

 それでは、議案第48号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（馬場 衛） 挙手全員でございます。した

がって、議案第48号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛）  以上で本日の日程は終了い

たしました。 

 それではこれにて会議を閉じ、令和４年６月湖西

市議会定例会を閉会といたします。お疲れさまでし

た。 

午後１時17分 閉会 

───────────────── 
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